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全教員の教科指導力を向上させる「協同的な授業検討会」実践システムの構築 

実践の内容 

● 授業の巧拙を問わず、児童に「学び」が成立しているかを問う「協同的な授業検討会」 

１ 「協同的な授業検討会」の導入について 

（１）校内研修で取り組む教科・領域についての研修 

・ 取り組む教科・領域の特性や指導上大切なポイントを 

 研修し、全教員で共有しておく。 

・ 研究推進委員会において、上記の特性や大切なポイント 

 をもとに、研究主題に迫る研究の手立て（具体的な取組） 

 を決め、学校全体で取り組む計画を立案する。【資料１】 

・ 研究の手立てに従い、具現化するための方策や支援の 

 方法を学習指導案に明記する。【資料２】 

（２）「協同的な授業検討会」の実施方法等の検討 

  ・ 校長は、学校課題や学校評価の結果をもとに 

   「協同的な授業検討会」の実施を提案する。 

  ・ 研究推進委員会で「協同的な授業検討会」の 

   内容とともに、実施の方法について検討する。 

  ・ 年間の校内研修日程を見通して、授業研究と 

   「協同的な授業検討会」を校内研修に位置づける。 

 

２ 「協同的な授業検討会」の実施【資料３】 

（１）前日の放課後２０分程度を利用して、授業者は研究の 

  手立てに係る指導意図・指導内容を全教員に説明する。 

  ・ 司会は当日の司会者が行う。 

  ・ 質疑応答を行い、予め参加する教員は授業者の指導 

   意図等を把握しておく。 

実践に至った背景 

◆ 教科指導力・学級経営力は、先輩教員から新人教員へと知識・技能が伝承される側面が強か 

 ったが、「教職員の大量退職」等により、今後は、その伝承が困難となる可能性があり、これ 

 まで以上に組織的・計画的な教育活動、学校経営が不可欠であること。 

◆ 児童一人一人の学力と学習意欲の確実な育成のために、教員の指導力向上が不可欠であり、 

 そのために意図的・計画的な授業研究の実践と、適切な研究協議会の運営が必要であること。 

◆  学び続ける教員組織を育てるため、児童一人一人をよく見て、児童の事実から学ぶ気構え

を学校全体で共有する必要があること。 

 

全員が予め授業者の意図を理解

しておく 

実際の指導に生かすには、学習指

導案に明記することが必要 



 

 

 

 

 

 

 

（２）当日、授業を参観する。ビデオ操作係は、児童の学習 

  活動を録画する。 

  ・ 授業者にピンマイクをつけ、発問や指示とともに児童 

   への言葉かけを録音できるようにする。 

  ・ 参加者は２色の付箋紙に気づいたことを書く。 

     黄：学びが成立している等の良い点、ふさわしい活動等 

     青：学びが成立していない等の疑問点・改善点等 

（３）授業検討会を実施する。 

   ＜授業検討会の流れ＞ 

   全体会（開会の言葉、指導者紹介） 

     ↓ 

   グループ協議 

    ・ 参加者は、前日に説明された授業者の意図等の部分の 

     学習活動について録画を見る。 

    ・ 児童の「学び」が成立していない場合は、その要因に 

     ついて話し合う 

    ・ 付箋紙を拡大指導案に貼りながら進行する。 

     ↓ 

   全体会（グループ協議の報告、指導講評、指導者への謝辞） 

     ↓ 

   アンケート記入（【資料４】） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 当該アンケートの活用 

  ・ 校長や教頭も確認し、教室訪問、自己評価に関わる面談等に利用する。 

  ・ 継続して総合的に全教員の教科指導力を向上させる。 

当日の役割：司会、記録、評価・

まとめ、ビデオ操作 

指導講評の時間は２０分を予定 

研究推進委員会が予め、学年が偏

らないよう６～８人で割り振る 

付箋の貼られた拡大指導案は保

管する 

どのような学習活動、場面設定、

指示、発問等が良いか協議する 

   がよい 

全ての参加者が自身の実践を 

省察できるようにする 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果や効果 

◎ 授業検討会では、教員の意見交流が盛んになった。 

◎ 協同的な授業検討会の行い方に慣れ、実施時間が短縮した。 

◎ 授業者だけでなく、参加者も自分自身の指導を振り返るようになった。 

◎ 教員の教科指導力向上が見られる。 

◎ 学校課題を意識する様子が校内研修での発言や指導案に表れてきている。 

 

  ＜参加者が交した意見等の回数と協同的な授業検討会にかかった総時間の変化＞ 

                     

                    

 第１回 第２回 第３回 

総時間 ７８分 ６７分 ５４分 

発話総数 ８３回 １０７回 １２４回 

 

 

  ＜教職２年目の教員の発話回数と発話時間の変化＞ 

                    

 

 第１回 第２回 第３回 

総時間 ７４秒 ２１１秒 ２５８秒 

発話総数 ８回 １１回 １８回 

 

 

 

教職２年目の教員のアンケートの記述から 
 

やはり私の説明がどうしても多くなり、もっと子ども達が活発に 

学び合えるような授業を目指したいなと改めて思いました。 

直接、間接比較の実測の工夫や、計算学習のあり方等、 

多くのアドバイスを先輩先生方にして頂けて非常に勉強になり 

ました。ありがとうございました。 

３０代、４０代、５０代の教員のアンケート記述から 

（授業者）が子どものつぶやきを拾う姿や注意の仕方が 

ていねいなので参考になりました。 

１年生がいっしょうけんめい授業に参加している 

ので、子どもを魅きつける工夫もされていると 

感じました。  （３０代教員） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例を他校でも活用できる方策等 

＊ 他校で導入する際のポイント 

☆ 各教科・領域の指導で大切なポイント等を共有しておくこと 

 ☆ 「協同的な授業検討会」の司会者が各教科・領域の指導で大切なポイントを意識して 

  進めること。 

☆ 研究推進委員会などで研究の手立てを決め、その方策等を指導案に明記すること 

＊ 失敗しないための秘訣 

☆ 授業の巧拙を問わず、児童に「学び」が成立しているかを問うという協同的な授業検 

 討会の目的について周知すること。 

 ☆ 協同的な授業検討会の行い方を周知すること。 

＊ こうすればより高い効果が得られるという方策 

 ☆ 校内研修計画とともに、校長は、校内研修の計画と自己評価に係る面談の計画や 

  教室訪問の計画を予め心づもりをしておく。 

外部有識者の評価 

・ 実践提案について、定量的・定性的観点からよく分析されている。 

・ 指導力の向上に向け、教師全員で高め合うような実践は、ますます求められることである。 

・ 授業力向上に資する検討会におけるモデルとなる実践でぜひ他校も倣ってほしい。 

・ 効果測定における分析の観点も良い。 

・ 授業検討の視点が児童の学びを中心となっている好事例であり、教育的意義も高い。 

今日はありがとうございました。 

（授業者）の子どもの意見を聞く姿が真剣で素晴らし 

かったと思います。今後、自分も真似していきたいです。 

お忙しい中、授業をしてくださった（授業者）、このような 

研修の場を与えてくださった（本職）、ありがとうございました。（４０代教員） 

 

今回も自由に意見を言わせていただきありがとうございました。 

参加教師の経験年数が高いので、お説教くさくならないよう 

に…と思っています。今日は（授業者）が何を伝えたい 

のか、子どもにどういう考えを言わせたいのか、意図を確かめ 

た上で意見を言っている人が多かったように思いました。 

（授業者）の問いかけに顔を輝かせて答える子どもたちの 

VTRを見て、自分が授業をしている時は、子どもの表情を見て 

いないような気がしました。同じことを長くしていると「こう進める 

とこうなる」みたいな思い込みがあるかも…と反省しました。（５０代教員） 

 



【資料１】 

 
 



 
 

 



【資料２】 

 



 
 

 



 
 

 



【資料３】 

 
 



【資料４】 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 あなたは、この授業検討会を通してどのようなことを新たに

学びましたか。また授業検討会の中でどのようなことを感じま

したか。自由に書いてください。 

名 前 

 

 

 

 

 

 

 


